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研究成果の概要（和文）：生命科学領域に有用な研究資材、各種哺乳類の生きた細胞とDNA、の
バンクが整備された。癌抑制遺伝子p53の機能保全に関しては、霊長類ゲノムで非常に高い保存
性を示したが、細胞分裂に伴うp53変異の導入阻止能はヒトに至る系譜で強化されることが示唆
された。人類諸集団でp53遺伝子多型をメタ解析したところ、その地理的分布から紫外線強度と
の関連が示唆され、他のゲノム保守関連遺伝子にも同様の傾向が見られた。	
 

研究成果の概要（英文）：Mammalian cell and DNA repository was established for more than 
100 species. Primate p53 genes were highly conserved in the coding regions; however, 
cellular constraints on the p53 modification during cell senescence were strengthened along 
hominization. In humans, p53 codon 72 polymorphism is ubiquitously observed with a 
variety of frequencies; a meta-analysis for this polymorphism suggested an association 
between its prevalence and UV.	
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
２００９年度 10,100,000	
 3,030,000	
 13,130,000	
 

２０１０年度 18,900,000	
 5,670,000	
 24,570,000	
 

２０１１年度 7,000,000	
 2,100,000	
 9,100,000	
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総	
 計 36,000,000	
 10,800,000	
 46,800,000	
 

 
 
研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：人類学・自然人類学 
キーワード：ゲノム・バイオリソース・適応 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 「DNA 修復能は個体の寿命に比例する」と
いうゲノム安定性に関する説が過去に出さ
れたが(Hart	
 and	
 Setlaw,	
 1974)、検索動物
種も少ない上、再現性に乏しく信憑性が疑わ
れていた。ヒトに至る霊長類の系統に注目し、
フッ素に対するゲノム感受性を指標に、ゲノ

ム安定性を検索し、原猿ではげっ歯類型、真
猿ではヒト型となる霊長類の系統進化を反
映する結果を得た(Kishi	
 and	
 Ishida,	
 1993)。	
 
	
 一方、「生体から培養に移した細胞は、そ
れを取り出したもとの生体の寿命を反映し、
一定の分裂後に死滅する」という細胞分裂寿
命に関する Hayflick の仮説(1965)が提唱さ
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れていたが、必ずしも一般化できなかった。
そこで、in	
 vitro の系でマカクザルの細胞寿
命・老化を追跡し、癌抑制遺伝子ｐ５３の関
与を明らかにした(Shimizu	
 and	
 Ishida,	
 
2002)。	
 
	
 このｐ５３は、「ゲノムの守護神」として
知られる多機能タンパク質で、DNA 損傷に応
じて活性化し、DNA を修復し細胞を生かした
り、アポトーシスを誘導し細胞を殺したり、
細胞の生死にかかわっている。その機能的重
要性からｐ５３遺伝子は、生物種を通じて保
存性が非常に高いにもかかわらず、機能特性
が異なるコドン 72 多型(Pro72Arg)がヒト固
有に見つかっている。申請者らはこの
Pro72Arg 多型についてアジア諸民族で詳細
な分布を解明したが (Tiwawech	
 et	
 al.	
 
2003;Kietthubthew	
 et	
 al.	
 2003;	
 
Settheetham-Ishida	
 et	
 al.,	
 2004;	
 Kashima	
 
et	
 al.,	
 2007)、緯度との関連は見られなか
った。また、これらの研究と平行して、アジ
アヒト集団におけるＤＮＡ修復遺伝子・解毒
代謝関連遺伝子の多様性検索を推進してき
た（Kietthubthew	
 et	
 al.2006;	
 Tiwawech	
 et	
 
al.2005;	
 2006)。	
 
 
２．研究の目的 
	
 ゲノムの安定性にかかわる DNA 修復遺伝子
群、解毒代謝酵素関遺伝子、癌抑制遺伝子 P53
の解析を霊長類を含む哺乳類を対象におこ
なう（比較ゲノム研究）とともに、変異原・
環境毒を作用させた場合に惹起されるゲノ
ムの障害を解析し（細胞障害研究）、種にお
けるゲノムの特徴が細胞・ゲノム傷害にいか
に関与するかを明らかにし、ヒトに至るゲノ
ム保持機構を明らかにする。一方、ヒト種内
変異と適応に関しては、p53 遺伝子を中心に
上記遺伝子の多様性を検索し集団のニッチ
ェとの関連を特徴付け、機能（ゲノム安定性）
変異との関連から淘汰の検証をおこなう。	
 
	
 
３．研究の方法 
	
 研究資材の開発には、野外調査を含むサン
プリングと組織培養技術を駆使した。ヒト
p53コドン72多型のグローバル解析にはメタ
分析法を用いた。遺伝子解析は PCR・ダイレ
クトシーケンス法を用いた。p53 の機能解析
は培養細胞を用いたレポータ解析によった。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 研究資材の開発については、有袋類を含む
哺乳類約 65 種から 350 系統を継代可能とし、
国内外を問わず第一級のバンクに成長した。
人類学・霊長類学領域で有用と思われる非ヒ
ト霊長類に関して特記すべきことは、唯一の
夜行性真猿類であるヨザルの継代細胞６系
統を、比較対象となるリスザル 4系統と共に
得たことで、活動パタンと紫外線感受性の適

応現象の検証が可能となった。一方、霊長類
以外に関しては、野生・飼育にかかわらず試
料収集に努めた（主な継代細胞系統を以下の
リストに示す）。特別天然記念物のニホンカ
モシカについては集団遺伝学解析が可能な
80 個体の試料を得、個体識別用のマイクロサ
テライトの選別を行った。	
 
	
 

種名 株数 

Ailurus fulgens styani 1 

Ammotragus lervia 1 

Arctocephalus pusilus pusilus 1 

Capricornis crispus ７４ 

Cervus nippon １０ 

Crocuta crocuta 1 

Elephas maximus 1 

Felis manul 1 

Gazella thomsoni 2 

Giraffa camelopardalis tippelskirchi 1 

Hystrix cristata 1 

Lepus brachyurus 1 

Lutra lutra 1 

Macropus rufus 5 

Martes memlampus memlampus 1 

Meles meles anakuma 2 

Myrmecophaga tridactyla 2 

Neofelis nebulosa 1 

Nyctereutes procyonoides 2 

Paguma larvata 1 

Panthera leo persica 1 

Panthera onca 1 

Panthera tigris altaica 1 

Phascolarctos cinereus adustus 1 

Potamochoerus porcus 2 

Prionailurus bengalensis 1 

Rousettus aegyptiacus 1 

Speothos venaticus 1 

Sus scrofa 12 

Ursus thibetanus japonicus 2 

Vulves vulves 1 

	
 



 

 

	
 p53 関連解析については、機能ドメインの
比較解析をおこなうためのユニバーサルプ
ライマーを設計し、広く哺乳類について配列
決定を進めた。ヒト・類人猿・旧世界ザル・
新世界ザル DNA を用いコード領域の塩基配列
を比較したが、極めて保存性が高く、比較解
析には翻訳後修飾の検討が必要と考えられ
た。長期継代培養したギャラゴの線維芽細胞
の性状解析をした。当該細胞の p53 の塩基配
列が解析できなかったため、p21 をレポータ
として p53 の機能を継代数の少ない細胞と多
い細胞で比較したところ、不死化した（継代
数 100 代以上）と考えられる細胞で p53 の機
能喪失が確認された。過去のデータと併せる
と、ヒトと齧歯類間を埋める系統で、p53 の
機能保持機構に系統差存在し、ヒトに向かう
ホミニゼーションの方向でその「箍」がきつ
くなる傾向を示唆した。	
 
	
 既に自他共にデータの集積している
Pro72Arg 多型について、関連 2154 報のレポ
ートからフィルターをかけ 129 を選別しメタ
解析をおこなった。地球規模における多型分
布に有意な勾配と、いくつかの腫瘍と多型の
分布に相関を見いだし、紫外線強度との関連
を示唆するに至った。リアルタイムＰＣＲ法
によるヒトｐ５３コドン７２多型の迅速判
定の最適化をおこない、タイの共同研究者に
ＰＥＦＦ試料を用いてその実用性を検討し
て貰い有用性を確認した。	
 
	
 解毒代謝経路には、第 1相と第 2 相がある
が、第 2相に焦点を当てた。欠失変異が知ら
れている GSTM１はこれまで、「欠失ホモ接合」
対「野生型ホモ接合＋ヘテロ接合」で疾患感
受性が検討されてきたが、遺伝子型データの
取得が望まれていた。そこで、欠失型アリー
ルを容易に検出できる PCR の系の改良をおこ
ない集団スクリーニングを可能とした。欠失
ホモ接合の分布に関しては、GSTT1 ホモ欠失
と併せ、メタ分析をすすめ、地理的勾配を見
いだした。また、比較ゲノムの観点では、
GSTM1 がチンパンジーでも多型性を有するこ
とを見いだした。	
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